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ア
メ
リ
カ
に
お
り
る
銭
鋼
業
の
集
中

3議

田

銭
錦
業
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
護
展
の
様
史
は
南
北
戦
争
に
続
い
て
は
じ
ま
り
、
七

0
年
代
以
降
結
え
ず
よ
り
大
な
る
鼠
佼
へ
主
張
展

し
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
本
柊
的
集
中
運
動
に
入
っ
た
の
は
他
の
工
業
よ
り
護
れ
、
九

0
年
代
末
に
崩
す
る
が
も
そ
の
と
き
以
後
念
速
に

促
進
さ
れ
、
僅
か
数
年
後
の
ん
寸
社
紀
の
は
じ
め
に
は
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
最
初
の
「
一

O
億
弗
合
同
社
」
が
出
現
す
る
に
い
た
つ
に
。
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
企
業
の
集
中
は
、
石
油
と
餓
鋼
に
お
い
て
最
も
象
徴
的
形
態
必
見
出
す
。
石
油
業
に
お
け
る
集
中
の
京
一
期
は
精
油
部
対
と

輸
送
部
両
在
中
心
と
す
る
横
断
的
結
合
に
あ
つ
に
。
織
鋼
業
に
お
け
る
集
中
の
重
黙
は
錨
鎖
山
か
ら
完
成
ロ
聞
に
い
に
る
ま
で
の
黍
在
的
結

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
ト
ラ
ス
ト
中
の
ト
ラ
ス
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合
に
ゐ
混
合
企
業
化
に
あ
つ
に
。
こ
の
二
つ
の
工
業
に
お
け
る
企
業
集
中
形
態
こ
そ
は
、

ト
}
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
石
油
ト
ラ
ス
ト
」
と
は
も
ち
ろ
ん
ス
告
ン
ダ

i
ド
石
油
で
あ
り
、

ト
ラ
ス
ト
」
と
は
ほ

か
な
ら
ぬ

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
入
国
同
社
で
あ
つ
に
。

鉄
鋼
業
に
お
け
る
近
代
的
タ
イ
プ
の
企
業
結
合
は
一
八
九
八
年
以
後
に

る
。
ち
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
の
一
八
八
九
竿
に
、

ロロコ。町田

市
山
4
庁
内

wo-
の
0
・

は
三
つ
の
競
争
合
祉
や
結
合
し
て
組
織
さ
れ
て
は
い
た
が
、
か

!20企
業
結
合
は
稀
必
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
九

0
年
代
に

入
っ
て
か
ら
も
若
干
の
企
業
結
合
が
総
織
さ
れ
は
し
た
。
例
え
ば
、

一
八
九
一
年

H
k
m凶
の
}
内
川
凶
者
何
回
ロ
ロ
m

H

H

g
ロ
山
門
戸
仏

m
gゆ
M
h
o
-

は
二
枇
ぞ

絞
済
山
学
研
究
二



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
餓
鈎
業
。
集
中

縁
日1

結
合
し
て
組
織
さ
れ
仁
。
同
年
。
∞
HDOmH5380-η
。
・
は
安
本
金
二
千
五
百
万
弗
で
結
成
さ
れ
に
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
従
来

事
宜
上
結
合
さ
れ
て
い
七
も
の
が
、
よ
り
緊
析
な
同
盟
に
結
束
し
た
に
す
ぶ
け
な
か
っ
た
。
集
中
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
曲
一
一
銅
日
間
(
今
成
口
即

座
延
銅
製
日
間
〉
生
産
部
門
で
は
、
九

0
年
代
初
期
に
お
い
で
す
ら
、
相
官
程
度
ま
で
比
較
的
小
教
の
生
産
者
の
手
に
集
中
さ
れ
て
い
亡
。

(
U
E
5
mお
詑
OOM(U0・w
足
山
口
氏
m
m件
。
命
日
。
。
・
(
雨
祉
は
営
時
の
二
大
鍛
鋼
A
W
枇
〉
旬
。
話
国
防
口
弘
行
ωロぬ
E
F
H
b
n
w
m阿君
E
D
h
H
H
Bロ
ωHM仏

2
0
0目
。
。
-wMνOHHH阿部切
M
g
D
S
2
2目
。
。
ょ
の
民
自
耳
目
山
門
円
。
ロ
(
リ
0
・唱ロ
a
z
o
y
o
B
W
B
。
。
.
は
、
営
時
ア
メ
リ
カ
で
生
産
さ
れ
る
鍋
塊

の
約
ギ
分
々
生
産
し
て
い
に
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
諸
合
枇
は
所
有
に
闘
し
で
は
全
然
分
離
し
て
お
り
、
な
ん
ら
か
の
プ
ー
ル
が
存

す
る
に
か
L
わ
ら
ず
、
相
互
に
全
く
活
綾
な
競
争
者
で
あ
っ
た
。

他
方
、
完
成
品
生
産
部
門
に
お
い
て
は
、
い
づ
れ
も
比
較
的
小
規
模
な
合
枇
と
、
箸
し
く
小
教
の
企
業
結
合
が
存
在
し
に
。
そ
の
な
か

で
重
要
な
も
の
に
綿
材
と
釘
事
業
に
お
け
る
の
C
5
0
日
広
え
の
ふ

2
2
}
山
口
仏
老
町
。
。
。
.
が
あ
う
に
。
し
か
し
、
釘
、
以
鋼
板
、
薄
都
板
の

ご
と
き
生
産
物
の
生
産
は
、
そ
の
多
く
が
小
規
模
な
無
数
の
A
W
一
慌
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
に
。
こ
れ
ら
の
方
面
の
競
争
は
、
。
下

l
ル
協
定
に

よ
り
と
き
ど
き
抑
制
さ
れ
る
と
き
以
外
は
、
全
く
括
経
で
あ
つ
に
。
こ
の
こ
と
は
銭
鏑
石
生
産
部
門
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
つ
に
。
二
、
一
一
一

の
大
台
枇
例
え
ば
M

岳山口ロ
2
0片
山
町
。
ロ
の
。
・
と
H
L

邸
付
。
切
戸
宮
己
記
。
。
ロ
由
。
ロ
門
ぽ
件
。
{
同
町
。
ロ
沼
山
口

g

lそ
れ
ぞ
れ
一
八
八
二
年
と
一
八
九

田一

一
年
に
組
織
さ
れ
仁
ー
は
存
在
し
に
が
、

同
部
門
の
特
徴
的
様
相
で
あ
っ
た
。

一
般
に
錦
織
石
の
所
有
は
康
く
分
散
さ
れ
て
お
り
、
錨
鎖
石
プ
ー
ル
は
存
在
し
亡
が
、
競
争
は

さ
ら
に
、
九

0
年
代
初
期
の
鍛
鋼
業
に
お
い
て
は
、

混
合
企
業
i
生
産
の
逐
弐
的
段
階
一
小
一
一
支
岡
山
下
に
結
合
す
る
手
段
i
は
欠
如
し
て

、県
}ο

、h
U
4
i

一
般
的
に
い
っ
て
完
成
日
間
生
深
部
門
の
生
産
者
は
自
己
の
原
料
で
あ
る
今
成
品
や
購
入
し
、

銅
銭
生
産
者
は
蝦
弐
そ
の

入
し
、

比
較
的
小
数
の
鋼
鉄
生
産
者
の
み
が
大
賊
鏑
床
、

餓
石
畿
道
沿
所
有
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

し
に
が
っ
て
、

生
産
過
程
の
お
の

お
の
の
段
階
は
一
経
管
下
に
統
一
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
に
。

九
0
年
代
初
期
お
よ
び
中
期
に
お
け
る

主
要
な
特
徴
は
、

そ
の
技



争
的
性
絡
で
あ
っ
た
。
多
数
の
プ
!
ル

に
つ
き
存
点
し
た
が
、
か
t
A

ゐ。
7
1
ル
は
一
般
に

も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら

は
し
ば
し
ば
山
倒
壊
し

し
か
し
な
が
ら
、
九

O
年
末
に
い
に
り
情
勢
は
著
し
く
礎
化
し
七
。

三
年
に
は
じ
ま
る
激
し
い
不
況
か
ら
回
復
し
つ
L

あ
つ
に
。
こ
の
回
復
と
と
も
に

一
八
九
七
年
と
一
八
九
八
年
に
、

A
r
t

、tιυ

一一，/斗
I
ノ

切
り
ひ
ら
い
た
。

諒
一
守
口
問
由
唱
、
同
百
四
吋
門
口

2
M
u
g
g
o自

5

5白
C
三
宮
仏

ω
S
Z田
二
氾
∞
u
H
U

・

5吋

誌

二

回

ぴ

Hpw
匂
・
~
∞
唱

玲
二
一
一
八
九
一
時
ア
i

一
八
九
七
年
は
、
多
く
の
一
従
業
に
と
り
純
度
に
不
明
%
の
時
期
に
あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
そ
れ
は
践
例
州
診
に
お
い
て
本
刊
し
か
っ
た
。

一一二一一

ω
業
者

g
g
Z目的
y
g
m
p
g
の
う
ち
一
の
大
部
分
が
、
こ
の
危
機
ゆ
時
相
切
に
業
界
か
ら
山
平
交
を
約
し
た
。
ト
へ
ん

υ枇
は
淀
川
仰
が
え
く
、
鈍
鍛
一
行
と
石
坂

に
闘
し
て
良
釘
な
地
伎
を
出
め
て
い
た
の
で
、
九

0
年
代
中
川
制
旧
日
危
機
安
切
抜
け
る
こ
と
が
マ
ケ
た
。
(
悶
日
ぬ

Z
ロ門
Y
H
d円
以
出

C
E芯(日

ω
g門
町
田
∞
片
品
巾
日

n
u
C吋
℃

C
円白片山由口
w
{
唱
。
吋
w

問
}
沼
山
)

、
:
も

}
/
¥
了
、

J

ノ

v

一
八
九
八
年
の

し
い
好
況
時
代
の
出
現
は
、

に
お
け
ゐ

~ 

d 

し

一
九

0
0
占
化
ー
ま
で
に
多
改
の

61 

Ar
業
結
合
が
形
成
さ
れ
仁
。

(
第
一
十
衣
お
よ
び
第
二
表
参
照
)

こ
れ
ら
の
食
業
結
合
の
、
3
ち
、
の
ち
に
U

@

n

b

e

ス
チ
ー
ル
に
統
一
さ
れ
に
も
の
に
つ
い
て
見
ゐ
。

向
山
口
一

Mmm庁
内

0
・
。
町
之
内
〆
〈

M21由
3
1

昔
時
ア
メ
ワ
カ

の
銭
鏑
命
日
一
位
で
あ
つ
に
。
同
一
杭
は
一
九

O
O住
宅
ゴ
一
月
関
係
諸
合
一
献
と

H
H

・。
-

M

勺吋山わ山内(り
C
}
内
ゅ
の
0
・
(
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ア
ニ
ア
州
(
〕

O
D
ロ
O
M
E
i
-
-
o
地
方

コ
ー
ク
ス
用
石
茨
沿
所
有
す
ゐ
)
と
の
m
単
純
な
改
矧
と
し
て
組
織
さ
れ
に
。
そ
の

備
は
ピ
ッ
ツ
パ

i
ク
附
近
に
集
中
さ
れ
、

そ
の
組
識
に
緊
続
さ
会
輿
え
て
い
に
。

カ

!

ネ

ギ

i

は
集
中
よ
り

に
よ
っ
て
手
の

規
模
そ
披
大
し
て
き
仁
。
、
も
っ
と
も
む
ロ

G85σ

工
場
の
貿
牧
(
一
八
九

O
年
)
は
、
こ
の
最
も
敬
一
一
嬰
な
例
外
沿
な
す
ο

霊

山
出
合
社
中
に
は
(
)
日
目
〈
2
E
E
武
宮
山
口
ぬ
ハ
V
0
・
が
あ
り
、
同
盟
合
一
杭
に
の
っ

H
k
m
w
w
o

苦
旬
。
吋
芯
吋
可
O
D
三
宮
内
部
の

な

従

日

σ白
血
O

と
相
侠
つ

ん
純
一
泌
叶
学
研
究



長!x!t~jtl二の三七望号企業結合 18ヲ8-1ヲ00

1fil表 A. のちに u，S，スナ{ノしに統一されたも。

National Tube Co， 

1 900 
Am佼 icanBridg巴 Co‘

名 総および組織勾三段 |株 式

1 898 弗!
American Steel and Wire Co. of IlIinois 24，000，000: 一一土

日決ralSte巴1Co・ 200，0∞，000i 30，217， け
Amfrican Tin Plate Co・!ラO 司 000 、 OOO~ 273，0001 る

dli£E 
1 899 告す

American St田 1and Wire Co. of New ]ers巴y I 90，0∞，OJO: 130 ，656 党三

Ar附 icanSteel Hoop Co. 33，000，0001 ~ 

National Steel Co. 玖 000，0叫 2，561，000: 平
8ωO∞0，∞ 

70，00コ，0001 156，000; 

号匁2フ∞ ;コ)，0∞O∞O町 2丸，冷刈O∞O∞0，0∞O∞Oqi 
i“60，0∞，0::1刈Oび 18部ラ，0槌81じ，点刈8別13到i 
iラ，000，000i 守.…，日...1

飢肌州肌帆叫

American Sheet Steel Co 

Carnegie Co. of New ]ersey 

Shelby Steel Tube Co. 

~fi-

Se旦g巴rand Gulick， Trust and Corporation Pro訓告ms，p. 217上り
J立i二のうちには株式の会iI立を夜行せぬも心があった

づえ ぜE

:(，2 iミ B. のちにU・S.スチーノしJこ統ーされざるもの

A河1♀ricanIron and SteelはfgCo 

Empire S士宮巴1and Iron Co. 

NationaJ Enarneling and Stamping Co. 

Press己dSteel C乱rCo. 

Republic Iron and Steel Co. 

S!08S Sheffie!d Steel and lron Co. 

U. S. Coast叩JronPip巴呂ndFoundry Co. 

Virginia lron， Co呂1ancl Cok巴 Co.
1 900 

Cl'なcibleSt日elCompany of Am白rica

二

3
一
E

ibid.， p. 218土り
):1.1.，ゅうち株式会総主主干すせぬものあり
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湖
か
ら
ピ
ツ
ツ
バ

i
ク
ま
で
走
り
、
句
巳
C
ロ
阿
川
三
~
円
。
釦
(
{
h
c
-

は
ヒ
ツ
ツ
バ
!
ク
地
慌
の

ヒヴ
巾
ヨ2
m 
(D 
H 
} 
炉開d

(t 
円

以

u ~く。一
円 i

門;::r::
山門
ド4・手ζ

(j) 
('-

と;=.
7t ロ
し安

ト耐，】亡

し、 I2E
fニヨ£
O ゾて

、

戸

4

、ノ宮一、
i'ι

仁
、
可
J
j
t
，

c) 

れ
て
い

ヰ
了
一
戸
市
広
C
L
)戸]勺ぬ

そ
の
他
ガ
ス
も
水
道
￥
ド
ッ
ク
A
W
祉
が
あ
っ
に
。
そ
の

ム

H
K
十
品
、

イ
l
f
t

一
九

O
O
U十
ア

メ

リ

カ

の
約
一
八
万

U 、
円 ifts 手手1
Q 者
以は

手約
f千-

~ n 
件-~ 乙九ノ

「コ c。
よ
/コ
ーγF
し

ノf主

さ
れ

の
競
争
者
で
あ
り
、

記
広
三
回
以
芯
巴
(
リ
タ
ハ
シ
カ
ゴ
お
よ
び
そ
の
山
川
近
に
改
備
の

H
K
C
富
山
口
市
山
内

g-
の
0
・
ヘ
オ
ハ
イ
才
州

H
L
O
S
E

に
一
工
場
企
，

す
か
口
出
。
ロ
去
ゆ
え
の
0
・
ハ
ペ
ン
シ
ル
グ
ア
ニ
ア
州

H
c
g説
。
ロ
に
一
工

カ
ー
ネ
ギ
ー
合
社
の

一
八
九
八
年
に

さ
れ
亡
。

は
つ
ぎ
の
諸
A
W
H

社
の
一
捻
規
一
じ
み
の
つ
に
。

。
¥、-〆

。
¥J 

G 

¥J 

H'H
山口口。由。片山凶

刃
向
山
HaO
山
内
山
お

〉
戸
F 

f玲サー
山
rト

=ァ
ロ
コ
ユ

同一円。コ

mmwロ
ぬ
む
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こ
の
ほ
か
も
シ
カ
プ
附
近
や
一
一
連
絡
す
る

る
明
一
}msw
一「{込山内ヰ
m
H
H
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な
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っ
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て
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岡
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仁
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に
ろ
う
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こ
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ア
メ
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に
お
け
る
鋭
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側
主

ω
集
中

れ
句
。
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よ
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高
い
川
辺

{
子
や
用
い
て
も
、

こ
れ
は
確
か
に
、
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の
な
か
に
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じ
@
日
ロ
・
ス
チ
ー
ル
の
資
本
は
六
滋
九
汗

じ
て
い

そ
の
議
行
宮
時
の

水
制
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

の
流
家
も
水
制
さ
れ
て
い
た
ヲ
」
と
ケ
一
ぷ
す
も
の
で
あ
ら
。
し

@
円
、
け
@
ス
チ
ー
ル
の

経
持
者
た
ら
は
‘
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一
路
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億
弗
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?
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仁
。
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詐
恨
む
あ
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大
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分
の
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さ
ら
で
あ
っ

て
省
せ
ず
、
被
医
料
小
一
所
得
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掲
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご

じ

-
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e
ス
4

ア
ー
ル
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詳
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の
ち
に
過
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詳
慣
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あ
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仁
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い
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は
な

ら
れ
に
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ぜ
な
ら
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九
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チ
ー
ル
が

め
た
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五
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仙
で
あ
つ
に
か

の
じ
礁
付
@
ス

あ
る
。
そ
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が
ち
し
従
確
な
ら
↑
九

O
一
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慣
備
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お
一
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ろ
う

イア

i
ル
の
官
形
資
産
に
つ
き
、
日
門
枇

民ロ

5
m
g
c悼
の
。
Ha
℃

0
5は
οロ
閣
と
の

推
定
慣
催
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7
i
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ス
チ
ー
ル

は
も
そ

そ
ん
治
大
安
本
化
さ
れ
て
い

こ
れ

前
述
の
ご
と
く

が
で
き
な
か
っ
士
。

こ
れ
は
鋭
鋼
業
の
ι

川
下
一
沿
川
町
、
行
し
れ
い
の
で
、

渦
一
大
資
本
か
ら
水
ぞ
抜
く
こ
と

の
市
場
慣
格
必
維
持
す
る
建
前
か
ら
、

0) 

れ
る
工

で
あ

つ
に
o
M
W
格
が
維
持
さ
れ
に
な
ら
、

こ
れ
も
可
能
で
あ
つ
に
が
、

各
ス
チ
!
ル
企
業
結
ム
打
開
判
の
0

ア
ー
ル

こ
れ

え
な
か
っ

に。

u
e
S
@
ス
チ
ー
ル
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も

か
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L

ゐ

よ
り
強
力
な
結
合
組
の

に
よ
り

せ
ん
と
し
に
。
，
」
の
研
一
求
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側
よ
り
は
む
し
ろ
銀
行
資
本
家
の
側
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強
か
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。
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P

」
ろ
で
、
む

@
S
a
ス
チ
ー
ル
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な
過
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資
本
化

1
1
将
来
え
ら
る
べ
き

よ
り
大
な
る
濁
ト
什
利
潤
を
設
本
化
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あ
つ
に
J

こ
の

さ
れ
に
濁
ト
い
利
潤
が
、

し
て
ど
れ
記
け
町
千
円
一
読
さ
れ
え
に
か
は
つ
ぎ

に
よ
っ
て
鳴
か
で
あ
ろ
う
。

「
一
九
O
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の
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営
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が
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仲
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で
あ
ろ
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守
的
評
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っ
て
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に
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ル
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さ
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と
き
三
市
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い
出
さ
れ

幸一ハ

に
搾
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さ
れ
た
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L
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こ
と
が
志
味
す
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も
の
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あ
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佐
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什
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千
万
仰
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と
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収
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。
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。
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、
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ま
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、
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、
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仁
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く
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シ
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ケ
ー
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が
形
成
さ
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と
し
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は
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O
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七
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の

の
日
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、

。
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二
、
優
先
株
主
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
ざ
る
二
億
五
千
万
弗
の
枇
債
は
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
封
す
る
銀
行
家
の
要
求
あ
り
弐
第
、

(
か
れ

ら
に
)
護
行
し
、
一
九

O
一一一年一

O
月
一
日
ま
で
に
銀
行
家
の
要
求
す
ら
額
と
時
期
に
お
い
て
、
優
先
株
主
に
提
出
す
る
と
同
一
僚

件
で
、
優
先
抹
お
よ
び
現
金
そ
も
っ
て
支
姉
わ
れ
る
。

ラ
銀
行
家
は
U
・

s-
ス
チ
ー
ル
に
封
し
、

一
億
弗
ま
で
の
新
枇
債
の
申
込
に
、
二
千
万
弗
が
現
金
、

八
千
万
作
が
優
先
株
に
で
支

機
う
こ
と
冶
保
設
す
ら
。

問
、
危
験
、
保
読
お
よ
び
シ
ン
ジ
ナ
!
ト
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
る
随
々
の
債
務
の
補
償
と
し
て
、

U
・

s
-
ス
チ
ー
ル
は
銀
行
家
に
封

し
、
一
九
O
一
一
一
年
一
(
リ
月
一
日
ま
で
に
優
先
株
主
ま
た
は
シ
ン
ジ
ケ

i
ト
に
叛
史
し
引
渡
す
べ
き
枇
債
総
額
の
四
分
に
等
し
い
現
金

補
償
そ
興
え
る
。

同
計
設
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‘
護
行
株
式
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一

O
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一
八
五
、
八
一
一
株
の
う
ち
、
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、
七
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、
二
八
八
封
一
二
、
五
四

O
の
票
差
で
承
認
さ
れ
叫
一
o

し

ゅ
は
澗
ー

か
し
、
同
計
設
が
有
効
と
な
る
以
前
の
一
九

O
二
年
六
月
八
日
ニ
ェ

i
ジ
ャ

i
シ
1
州
の
法
建
は
、
モ
ル
ガ
ン
に
封
し
禁
止
令
ぞ
費
し
た
。

こ
れ
は
優
先
株
主
i
リ
ア
ム
・
パ

j
ガ

i
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ο

こ
の
事
件
は
直
ち
に
の
。
号
件
。
門
閥
均
0
2
凶門戸門同〉円)匂

g
z
-77 

に
持
訴
さ
れ
に
。
そ
の
判
決
の
行
わ
れ
る
以
前
の
七
月
五
日
に
ま
た
第
二
の
訴
紋
が
、
怖
の
優
先
株
主
J
・
A
-
ホ
ツ
ヂ
に
よ
り
提
出
さ

れ
、
一
九
O
二
年
一

O
月
二
九
日
こ
れ
ち
認
可
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
に
直
ち
に
高
等
裁
判
所
。
。
ロ
与
え
〉
匂
u
g
g
に
持
訴
さ

と
こ
ろ
で
、
パ

i
ガ
l
訴
訟
は
一
九

O
一
一
一
年
二
月
一
八
日
、
ホ
ッ
ヂ
訴
訟
は
同
年
一

O
月
一
一
一
は
と
も
に
原
伶
側
の
敗
訴
と
な
っ

-こ。

、脅ぺ

J
7
g

e
}
0
 

4
i
 ;注，i¥ム主主

目
立
。
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、
吋
吋
口
出
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1
U
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C
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3
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w
b
H
Y
H
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。
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仏
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・
。
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民
間
禁
止
令
の
許
可
さ
れ
た
洲
向
は
「
そ
れ
は
(
材
料
検
討
主
は
)
、
他
。
株
主
を
排
除
ナ
F
h
u

科
干
の
株
主
間
に
お
け
る
資
本
の
向
先
的
附
分
で
あ
り
、

会
優
先
株
主
問
の
小
抱
サ
な
配
分
け
だ
で
は
な
い
。
一
一
億
弗
の
限
皮
ま
で
の
前
問
先
株
に
代
表
さ
れ
る
資
本
は
、
枇
依
引
受
を
同
な
す
る
校
、
で
の
箱
問
に

縮
減
さ
れ
る
。
・
:
:
か
く
て
、
社
債
の
引
受
を
躯
夜
せ
る
も
の

L

株
い
へ
は
、
社
依
を
引
受
け
る
も
の
の
喫
求
と
削
川
医
捕
慨
に
優
先
す
ぺ
ラ
で
あ
る
。
」

(
M
N

ザ
ぽ
可
w

皆目
b
J
H
Y
日

明

日

)

ホ
ッ
ヂ
訴
訟
に
お
け
る
原
合
側
の
多
く
の
主
張
の
な
か
か
ら
主
な
る
も
ん
り
に
つ
い
て
見
開
。

そ
0) 
U

・
s
-
ス
チ

i
ル
の
一
五
人
の
取
締
役
(
六
人
の
金
融
委
員
八
円
の
メ
ン
バ
ー
命
令
む
〉
は
、
引
受
シ
ン
ジ
グ

l
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
か
れ
ら
と
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
管
理
者
と
の
協
定
は
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
問
の
契
約
承
認
の
決
定
や
行
つ
仁
二
八
日

い
い
か
え
る
と
、
シ
ン
ジ
ケ

i
ト
と
の
契
約
が
取
締
役
の
前
に
提
出
さ
れ
に
同
月
一
日
の
取
締
役
合
に

以
前
の
一
二
月
一
二
日
で
あ
つ
に
。
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お
い
て
、
取
締
役
の
多
数
の
も
の
は
ん
ゲ
モ
ル
ガ
ン
抱
合
と
そ
の
関
係
者
に
よ
り
生
せ
し
め
ら
ゐ
ベ
き
利
潤
と
便
宜
に
例
人
的
に
関
係
し
て

い
た

J
こ
れ
ら
の
便
袋
は
相
お
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
し
、
株
主
が
二
億
五
千
万
弗
の
社
債
全
額
必
中
込
ん
だ
な
ら
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

は
合
枇
か
ら
現
会
一
千
万
弗
冶
受
取
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
大
な
る
手
数
料
の
ほ
か
に
、
シ
ン
ジ
ヶ

i
ト
は
さ
ら
に
優
先
株
身
、
株
、
モ
に
よ

。
℃
片
山
。
ロ
(
そ
れ
が
要
求
さ
れ
に
)
は
、
大
な
り
心
追
加
利
得
の

り
引
受
け
ら
れ
ざ
る
金
枇
債
と
交
換
す
る
特
椛
や
有
し
た
。
こ
の

確
貫
性
や
表
わ
す
。
取
締
役
の
個
人
的
利
径
が
、
そ
の
合
一
杭
の
契
約
に
捌
係
す
る
と
き
は
、
そ
の
契
約
は
無
効
と
す
る
の
が
ニ
ュ

1
ジ
ヤ

シ
l
州
の
法
律
で
あ
る
。

こ
れ
に
封
し
、
裁
判
所
は
契
約
の
欠
貼
は
完
全
に
排
除
さ
れ
て
お
り
、
協
定
お
よ
び
計
主
の
承
認
は
完
全
な
り
と
し
て
被
台
冶
支
持
し

大。
そ
の



シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
舗
面
五
千
万
弗
の
社
債
や
}
引
受
け
、
こ
の
社
債
に
勤
し
現
令
に
て
支
抑
う
こ
と
身
ハ
そ
れ
は
泊
例
の
引
受
の
さ
い

の
原
別
で
あ
る
〉
保
殺
せ
ず
に
、
僅
か
額
両
二
千
万
弗
の
み
の
現
金
引
受
に
開
立
す
る
。
こ
の
金
額
か
ら
、
現
会
と
株
式
と
ゆ
ぜ
も
っ
て
支

持
う
こ
と
そ
保
殺
し
て
い
た
一
億
弗
の
枇
債
の
機
宜
な
手
数
料
問
汗
万
弗
ぞ
投
除
す
る
と
、

A
W一
枇
は
傑
か
一
千
六
行
万
弗
の
現
金
し
か
受

取
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
枇
債
の
残
額
が
株
主
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
る
な
ら
、
シ
ン
ジ
タ

i
ト
の
追
加
手
数
料
に
よ
っ
て
、
官
際

の
現
金
受
取
額
は
一
千
百
二

O
万
外
に
、
す
な
わ
ち
、
株
主
が
必
婆
な
り
と
知
ら
さ
れ
に
五
千
万
弗
の
約
弘
に
減
少
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
基
礎
に
立
て
ば
、
シ
ン
ジ
ナ

l
ト
に
封
す
る
手
数
料
は
‘
同
計
書
が
成
功
的
に
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
買
に
同
四
%
と
い
う

法
外
に
し
て
不
合
理
な
補
償
と
考
え
ら
れ
た
。

その一一一

日
川
計
書
は
新
一
枇
債
に
封
し
、
ニ
和
の
引
受
人
i
山
シ
ン
ジ
グ
ト
、
凶
そ
の
他
の
優
先
株
主
や
つ
く
り
出
し
た
。
枇
債
の
申
込
は
、
ク

ラ
ス
山
は
九
六
、
ク
ラ
ス
聞
は
一

0
0
で
な
さ
れ
た
。
ク
ラ
ス
山
は
七
カ
月
半
に
わ
た
り
杭
債
の
選
搾
棋
や
有
し
に
。
優
先
株
主
に
よ

り
引
受
け
ら
れ
ざ
る
残
俸
の
部
分
の
選
探
棋
は
一
六
カ
月
宇
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
と
株
主
間
の
協
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

る
こ
と
が
で
き
た
。
ク
ラ
ス
閣
の
選
持
椛
は
五
八
日
に
制
限
さ
れ
て
い
に
。
ク
ラ
ス
山
は
優
先
株
沿
い
か
な
ゐ
額
ま
で
も
交
換
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
ゐ
に
、
ク
ラ
ス
閣
は
そ
り
保
有
優
先
株
の
向
。
%
に
制
限
さ
れ
に
。
し
た
が
っ
て
、
9

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
一
一
一

O
日
(
な
い

し
五
八
日
〉
の
通
台
に
よ
り
、
シ
ン
ジ
ナ

i
ト
以
外
の
優
先
株
主
命
削
除
し
た
の
ち
、
一
九

C
四
年
一
月
の
最
初
の
日
ハ
期
限
は
殴
守
)

以
前
の
佐
立
の
時
期
に
、
優
先
株
千
株
や
市
場
債
格
(
八
一
一
一
〉
で
購
入
し
、
八
一
一
一
、

0
0
0弗
そ
支
梯
う
こ
?
と
が
で
き
た
。
し
か
し
て
、

合
枇
に
封
し
一

O
万
弗
の
額
ま
で
、
株
式
千
株
と
引
換
え
に
社
債
沿
シ
ン
ジ
ケ

i
ト
に
引
渡
す
こ
と
必
要
求
し
、
市
場
慣
格
(
九
五
)
で

そ
の
社
債
や
一
級
究
し
、
か
く
て
数
分
の
羽
品
目
記
的
仕
事
や
除
け
ば
、
最
小
の
努
苦
と
品
川
周
忌
も
嬰
せ
ず
し
て
、
一
二
、

O
C
O外
そ
う
お
こ

と
が
で
き
に
。
こ
の
方
法
は
株
式
と
枇
債
と
の
相
封
的
市
場
慣
絡
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
得
身
あ
げ
う
る
と
き
に
は
‘
し
ば
し

絞
渋
川
学
研
究
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ア
メ
ワ
カ
に
お
け
る
銃
剣
哉
の
集
中

鎌
1]] 

ば
大
な
り
小
な
り
の
額
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
合
祉
の
株
主
な
か
ん
づ
く
そ
の
霞
先
株
の
問
。
万
会
枇
債
と
交
換
し
て
い

七
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
優
先
株
主
に
と
っ
て
は
、
明
か
に
不
公
正
で
は
な
か
っ
た
か

J

ホ
ッ
ヂ
訴
訟
に
お
い
て
、
他
の
株
主
が
原
合
側
に
参
加
し
な
か
す
た
こ
と
は
、
か
れ
に
封
す
ゐ
同
時
的
欠
如
し
て
い
に
こ
と
に
よ
ゐ
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
常
時
多
く
の
同
情
ぞ
集
め
て
い
た
。
大
株
主
は
身
の
安
全
々
は
か
る
仁
め
に
公
然
と
参
加
す
み
こ
と
が
で
き

な
か
っ
土
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
ウ
ォ

i
ル
街
の
支
配
権
力
に
よ
り
令
議
ト
一
の
信
用
や
戊
般
下
さ
れ
る
か

b
し
れ
な
い
報
復
と
利
潤
の

あ
ら
一
号
架
か
ら
閉
め
出
さ
れ
る
こ
と
や
恐
れ
た
ぞ
ら
で
あ
っ

k
。
小
株
主
は
充
分
な
公
銭
ヒ
の
利
宰
や
有
し
な
か
っ
必
認
な
専
門
家

の
読
人
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
恐
れ
に
の
で
、
う
ら
こ
と
が
困
難
で
あ
り
伐
用
沿
要
し
た
。
取
締
役
の

ん
ど
相
談
す
る
時
間
も
考
え
る
時
間
よ
り
な
い
ほ
ど
迅
速
で
あ
っ
た
。

と
h
M
L

一
行
と
乃
訂
二
ま
ま
と

T
/
[
i
l
 

こ
の
体
換
計
選
の
目
的
は
、
前
越
の
ご
と
く
年
に
一
五

O
万
坊
の
町
宮
支
捕
の
印
約
の
七
め
?
と
さ
れ
て
い
七
が
、

つ
料
品
に
よ
っ
て
年

- 80 

に
一
五

O
万
ル
仰
が
節
約
さ
れ
ら
で
あ
ろ
う
と
の
論
議
は
、
同
年
度
の
純
所
得
が
一
億
三
千
一
一
一
百
グ
外
で
あ
つ
に
一
組
織
に
と
っ
て
は
、
ほ

と
ん
ど
馬
鹿
々
々
し
い
よ
う
に
思
わ
れ

。
し
に
が
っ
て
、

そ
の
目
的
は
凶
の
訴
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
こ
の
底
分
の

動
機
は
同
時
に
取
締
役
で
代
表
さ
れ
て
い
に
卓
越
せ
る
銀
行
家
に
、
大
な
る
利
得
沿
獲
得
せ
し
め
?
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
全
く
明
か

な
よ
う
で
あ
ゐ
」
。
一
杭
債
陣
換
か
ら
も
た
ら
さ
れ
に
大
な
る
利
得
は
、
新
社
債
と
優
先
株
の
市
場
慣
栴
間
の
小
川
額
に
あ
っ
た
。
優
先
株
の

市
場
慣
係
は
新
社
債
り
そ
れ
以
下
に
あ
っ
た
の
で
‘
雨
A
川
家
の
交
換
は
そ
の
差
額
身
利
得
せ
し
め
た
。
株
主
は
一
九

O
一
一
一
年
五
月
一
六
日

ま
で
、
そ
の
搾
換
を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
け
ら
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
搾
換
は
優
先
株
八
千
万
弗
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
二
億
弗
の
優
先
株
の

残
額
に
つ
い
て
も
許
さ
れ
る
こ
と
が
、
協
定
に
お
い
て
契
約
さ
れ
て
い
に
。
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
期
間
は
一
九

O
一一一年一

O
月
一
日
に
完
了
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
雨
説
家
の
差
額
は
同
支
つ
ほ
ど
大
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
儲
鋼
業
の
不
況
に
よ
ゐ
ち
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
と
き
さ
ら
に
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
期
間
冶
明
記
年
の
七
月
ま
で
延
期
す
る
旨
が
殻
表
さ
れ
た
。

「
明
か
に
‘
こ
れ
は
二
関
額
の
流
出
伸
悶
の



大
な
る
茶
額
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
不
隣
に
増
大
す
み
利
得
に
お
い
て
、
耐
殺
が
の
枠
換
ぞ
縦
続
す
る
活
必
明
か
に
し
士
。
こ
の
利
得
は
そ

注
パ

の
選
搾
擢
必
前
の
五
月
で
満
了
し
た
一
般
の
株
、
主
に
は
間
か
れ
な
か
っ
た
よ
こ
の
営
時
一
社
債
営
り
一
一
九

O
弗
の
利
得
が
銀
行
シ
ン
ジ
ケ

話
七

l
ト
に
満
点
的
に
山
川
保
さ
れ
た
。
こ
の
間
間
的
欣
態
は
、
つ
い
に
U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
や
し
て
、

百
八

れ
、
一
一
億
弗
の
社
債
が
点
ら
れ
た
と
き
協
定
身
終
結
せ
し
め
た
。

一
億
五
千
万
郊
の
優
先
株
が
交
換
さ

社
債
持
換
計
主
が
U

・
s-
ス
チ
ー
ル
の
金
融
上
の
安
定
性
に
ど
れ
だ
け
寄
興
じ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
鍛
鋼
業
の
ご
と
く
特
に
国

J
7
 

定
設
備
が
大
に
し
て
唆
勅
身
受
け
る
工
業
に
あ
っ
て
は
、
な
か
ん
づ
く
危
険
な
余
融
化
手
段
と
考
え
ら
れ
み
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
リ
プ
レ

イ
，
殺
投
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
ゐ
。
っ
第
一
、
と
る
に
足
ら
な
い
現
会
額
が
提
供
さ
れ
、
申
込
令
額
は
引
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
第
二
、
七

分
の
琵
優
先
株
の
配
分
と
五
分
の
新
枇
債
問
の
差
具
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
年
諸
持
の
明
か
な
節
約
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
在
相
殺

す
る
も
の
と
し
て
も
祈
枇
債
は
祇
常
物
取
将
棋
附
の
同
定
諸
掛
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
配
円
以
の
支
持
は
牧
徒
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
っ

「
そ
の
多
く
が
同
枇
の
取
締
役
で
あ
っ
た
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
生
じ
た
利
得
額
は
:
:
:
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
に
選
持
棋
が
興
え
ら
れ
な
か

っ
た
な
ら
、
利
特
以
内
一
紅
白
躍
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
に
。
額
面
で
引
受
け
ら
れ
て
い
た
枇
岱
必
九
五
!
七
五
に
わ
に
っ
て
史
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出
し
た
こ
と
も
損
失
に
計
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
利
得
は
二
つ
の
泌
永
か
ら
生
じ
た
。

一
億
七
千
万
弗
の
新
社
債
の
問
分
の
現

金
手
数
料
は
相
訟
で
あ
り
確
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
一
九

O
一一

額
で
、
株
式
在
一
服
債
に
陣
換
す
る
濁
占
的
特
H

い
れ
が
加
わ
る
。
裁
判
所
の
判
断
が
い
か
に
合
法
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
合
計
上
の
観
戦
か

以
降
契
約
に
入
っ
た
と
き
考
え
ら
れ
え
た
よ
り
温
か
に
大
芯
ゐ
差

ら
、
会

作
が
建
金
、
な
人
ぷ
一
繊
の
原
則
お
よ
び
株
主
の
一
般
の
正
直
に
し
て
公
正
な
取
引
す
ら
無
組
じ
、

法
一
一

の
除
泌
が
あ
り
え
な
い
。
」

こ
れ
に
背
い
た
こ
と
は
境
問

一
』

何
日
℃
]
日
目
、
ゆ
日
目
u山仏
J
M
U
H
Y

日
w
u
i
l
}
明
甲

山

U
H《
H
u
u・
一
刊
吋

終
的
川
学
研
究



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
践
例
荒
川
V

集
中

j;Jft 
LJl 

λ
一
一
一
日
夜
仏
J

古
・
芯
一

兆

円

山

σ広
-
w

℃
・
コ
唱

兆
五
新
一
枇
代
別
に
は
山
由
私
的
方
法
が
明
か
に
合
ま
れ
て
お
り
、
必
式
よ
り
枇
偵
を
俊
作
に
お
缶
、
俊
先
株
の
市
場
的
絡
は
小
な
ら
し
め
ら
れ
て
い
た
。

(日ぴ芯
-
w

℃
・
}
∞
O
)

必

六

日

zpwMU・ぉ口

比

七

日

σ
a
J
沼
・
一
∞
。

ぷ
八
切
巾
一
円
何
日
ロ
ロ
(
Y

注目

pwu-mwω

北
九
「
で
き
る
だ
け
川
制
定
伐
を
切
ぷ
め
、
枇
偵
を
係
先
株
に
代
ほ
す
る
こ
と
は
、
成
功
せ
る
峨
ぽ
命
日
枇
心
政
策
で
あ
一
っ
た
。
例
え
ば
、
シ
カ
ゴ
@
ア
ン

ド
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
俄
泣
は
、
間
千
万
体
以
十
時
。
七
分
川
没
後
先
株
を
ム
仰
す
。
こ
れ
を
五
分
科
枇
山
引
に
特
換
す
る
と
告
は
、
同
枇
に
何
十
八

O
万
仰
を

節
約
せ
し
め
、
北
川
品
樹
林
に
約
二
分
の
特
別
附
償
支
挑
を
吋
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

L
か
る
に
、
か
ふ
る
政
策
を
と
ら
ず
に
、
同
制
は
円
以
近
二

O
年
な

いし一一一

0
年
間
に
枇
依
一
ニ
千
万
邦
を
似
問
先
株
に
九
州
愉
悦
し
た
o

」
(
∞
叩
円
四
日
戸
口
門
Y
E
H
P唱
対
・
ロ
凶
)

必
一

O
E
E
a
L
σ
5・w
一℃・]∞

c
i
a一

λ
一一

H
V
日仏

-Wu--
∞~

~ 82-

五

U

・

s
-
ス
チ

i
ル
は
、
混
合
企
業
的
叫
殺
到
の
品
川
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
枇
の
定
款
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
は
蝕
・
制
・
マ
ン
ガ

ン
・
コ
ー
ク
ス
。
釧
・
木
材
そ
の
他
の
原
料
や
合
む
土
地
令
獲
得
し
、
貸
借
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
枇
に
よ
り
山
有
さ
れ
所
有
さ
れ
る
土

地
ま
に
は
そ
の
他
の
土
地
か
ら
、
石
茨
・
鋭
鉱
石
・
石
そ
の
他
の
原
料
ぞ
移
牌
・
探
鍬
・
抽
出
す
る
こ
と
、
か
L

る
織
物
か
ら
な
り
ま
た

は
部
分
的
に
な
る
生
産
物
凌
目
見
す
ノ
る
こ
と
が
立
今
一
一
目
さ
れ
た
。
か
く
て
も
河
枇
は
鍋
鋼
業
に
閥
係
あ
る
も
の
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、

採
鍛
・
製
浩
・
附
川
口
・
販
円
以
す
る
組
織
で
あ
ゐ
。

し
か
し
、

u
・
s
-
ス
チ
ー
ル
は
機
能
人
川
口
枇
で
は
な
く
持
株
合
批
で
あ
る
。
そ
の
構
成
合
枇
と
な
っ
た
諸
命
日
批
は
、
同
一
の
企
業
結
合



の
部
分
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
呉
つ
に
組
織
で
あ
つ
に
。
そ
の
中
心
と
な
る
支
配
合
一
肢
は
、
株
式
所
有
脅
と
お
し
て
各
従
属
A
W
H

枇
必
支

配
す
る
。
従
属
組
織
の
経
後
者
が
、
支
配
搬
の
経
替
政
策
と
盟
交
す
る
政
策
必
採
用
す
る
な
ら
ば
、
支
配
刷
胞
は
か
L
ゐ
A
W
枇
の
経
村
営
者
会
ぞ

解
任
し
、
そ
の
日
的
に
よ
り
服
従
す
る
他
の
経
持
者
在
任
命
す
る
株
主
と
し
て
の
様
利
身
有
す
る
。
従
鴎
諸
A
W
祉
は
自
ら
の
諸
積
の
製
造

工
場
kq
粧
品
刊
し
、
制
限
さ
れ
た
範
間
内
に
お
い
て
、
鶴
自
の
機
能
と
政
策
と
在
百
行
す
る
。
例
え
ば
、
生
漆
合
一
杭
ご
と
に
艶
化
す
る
生
産

偵
絡
の
決
定
に
は
府
間
い
裁
長
が
許
さ
れ
、
一
台
一
献
は
他
の
命
日
祉
と
古
賀
や
行
う
。
競
争
の
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
最
初
の
一
、
二
年
に
は

笠
行
委
員
合

2
2丘
町
o
g
S
5
5
0
0
が、

一
括
の
最
高
裁
判
所
の
役
割
身
県
し
に
。
し
か
し
、

そ
の
後
諸
八
W
M

枇
聞
の
封
文
閥
係
は
激

台
な
い
し
ん
よ
融
委
員
合
住
民
ロ
8
8
5
S古
2
に
よ
り
調
和
さ
れ
た
。

各
従
属
A
W

け
枇
は
、
モ
れ
ぞ
れ
特
有
の
機
能
に
到
し
、

一
組
の
地
方
的
.
特
殊
的
管
轄
燃
や
維
持
し
て
い
ゐ
の
で
、
会
ム
M
H

社
ま
に
は
数
合

一
肢
に
共
通
の
問
題
は
、
一
迎
常
よ
り
大
な
る
一
般
的
部
門
に
結
合
さ
れ
る
。
コ
ー
ク
ス
部
門
、
各
組
の
製
法
部
門
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
の
も

と
で
各
部
門
と
し
て
統
一
さ
れ
る
。
単
一
の
機
関
が
各
工
場
開
に
賊
鋼
石
・
石
茨
e

コ
ー
ク
ス
ル
ι
分
配
す
み
。
こ
の
方
法
で
重
復
職
誌
は

避
け
ら
れ
、
諸
工
場
は
最
も
近
い
供
給
源
か
ら
供
給
さ
れ
、
原
料
は
故
も
必
要
と
さ
れ
る
場
所
に
治
ら
れ
る
、
。
一
一
台
一
位
以
上
の
間
に
生
ず

る
僧
俗
問
題
は
、
従
鴎
諸
A
W
枇
の
経
緯
者
間
の
協
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ゐ
。
こ
れ
ら
慣
絡
協
定
は
、
各
部
門
の
経
佳
品
令
と
中
止
へ
支
配
躍
と

の
得
業
政
策
に
よ
り
著
し
く
影
響
さ
れ
る
。

-83-

U
・

s
-
ス
チ
ー
ル
は
、
二
四
人
の
取
締
役
の
支
配
下
に
あ

。
ぃ
位
緩
の
経
緯
は
取
締
役
令
長
、
枇
長
、
数
人
の
従
属
令
杭
の
役
員
、

金
融
委
員
台
、
諮
問
委
員
合
に
呉
え
ら
れ
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
役
員
は
、
取
締
役
人
刊
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
取
締
役
合
長
は
全
株

主
総
合
お
よ
び
取
締
役
A
W
そ
統
轄
し
、
取
締
役
合
な
い
し
金
融
委
員
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
に
事
的
の
一
般
的
監
督
冶
行
う
。
社
長
は
U

・

s
-
ス
チ
ー
ル
の
製
法
部
耐
の
授
で
あ
り
、
市
問
委
員
長
で
あ
り
、
金
融
委
員
合
の
一
員
で
あ
る
。
組
織
の
最
も
里
姿
な
貴
行
錯
は
金

融
委
員
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
で
き
る
記
け
賀
行
的
な
じ
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
り
、
金
融
事
項
の
経
験
者
た
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

終
決
山
学
研
究
二



ア
メ
ワ
カ
に
お
け
る
餓
例
祭
。
集
中

鎌
凶

機
制
仰
は
ん
W
H

一
粧
の
あ
ら
ゆ
る
金
融
事
項
の
特
別
の
監
督
と
支
配
ゃ
な
し
、
ま
仁
取
締
役
合
と
取
締
役
合
の
中
間
期
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

取
締
役
人
W
の
槌
限
や
行
い
う
ゐ
。
諮
問
委
員
合

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
社
長
以
下
三
人
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る

i
は
、
杭
長
の
提
出
す
る

製
悲
.
輪
惑
な
い
し
機
能
に
闘
す
る
問
題
そ
考
燃
す
ゐ
権
問
削
在
有
す
る
機
闘
で
あ
る
。
従
業
政
策
お
よ
び
工
業
政
策
は
、
各
部
門
の
長
と

各
委
員
長
の
A
W
合
に
よ
り
決
定
さ
れ
ゐ
。
ま
七
、
役
員
、
監
替
、
助
手
等
の
A
W
議
も
毎
週
間
か
れ
、
幾
分
間
一
性
質
の
ん
M
H
A
口
は
、
よ
り
大

な
ゐ
組
織
の
幹
部
に
よ
り
定
期
的
に
行
わ
れ
る
。
友
好
的
な
競
争
は
奨
撤
さ
れ
る
。
強
明
や
改
良
さ
れ
た
方
法
は
、
そ
れ
や
使
用
す
る
会

工
場
の
共
通
の
財
産
と
作
悼
み
。
取
引
政
策
に
闘
慨
す
る
会
情
報
は
閥
係
諸
工
場
の
代
表
者
に
よ
り
共
通
に
論
議
さ
れ
る
。

か
く
て
、
主
導
的
賀
行
機
闘
は
全
一
制
委
民
合
で
あ
る
。
組
織
の
工
業
上
の
側
耐
の
長
に
ゐ
一
枇
長
は
、
粧
品
川
椛
で
は
取
締
役
令
長
お
よ
び

市北一一一

八
点
融
委
員
合
に
従
場
す
る
。
取
締
役
は
主
と
し
て
金
融
家

p
g
R
-
2か
ら
な

voo

一
九

O
三
年
に
、

U

・
s-
ス
チ
ー
ル
内
に
若
干
の
整
理
、
統
合
‘
楼
止
が
行
わ
れ
‘
全
従
凶
A
W
枇
の
叶
令
部
は
ど
ツ
ツ
パ

l
ク
に
移

84 

さ
れ
七
。

一
九

O
七
年
に
は
U
-
S
ス
チ
ー
ル
の
白
接
の
従
凶
作
枇
に
は

。
時
ロ
mwm目。部門
00目
。
。
.
ハ
。
聞
記

044MO吋
田
昌
)

m
d
O門
凶

mw一円
mw-

広

4hoo目
。
。
.

り向山江
O
ロm
H
M

ベ
ロ
ぴ
ゅ
の
0
・

ω
y
-
O
H
H
}
一『日出同州諸問寸
d
H
σ

命
。
。
・

〉

5
2
W
8
2
0
0
-
B仏
当
日
話
。
。
.
ハ

Z
O名
同
日

5
3

九
戸

B
2
1日S
D
ω
v
m
u
o片
山
口
仏
斗
山
口
宮
内
件
。
。
。
・

九
戸

B
O同日
S
ロ
甲
山
(
同
想
。
。
・
(
げ
向
。
認
す
門
田
昌
)

d
口問。ロ

ω450}(U0・



。目印一時内
O
D
臼
件
。
。
目
。
。
・

円

ω
w
o
m
z円
)
2・S
円
。
。
塁
。
戸
山
門
山
内
件
。
門
同
日
吋
o
p
z
s
g

が
あ
り
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
立
た
合
祉
は
そ
の
ド
に
ま
た
他
の
無
数
の
従
属
合
社
そ
支
問
し
、
鋪
山
か
ら
完
成
口
問
ま
で
の
ス
チ

i
ル
生
産
の

全
局
闘
に
わ
た
っ
て
支
配
在
確
立
し
た
。
さ
ら
に
も
一
九
二
九
年
に
は
、
二

O
の
豆
大
な
従
弱
含
枇
1
そ
れ
ら
の
多
く
は
持
株
合
社
!
ぞ

包
含
し
て
い
に
。
ま
七
も

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
身
構
成
す
る
諸
A
W
枇
の
所
有
は
二
九
二
九
年
蛍
時
に
お
い
て
す
ら
、
約
一
四

O
の
工
場

喝
。
呉
・
百
以
上
の
錨
鎖
櫨
、
約
四
千
哩
の
鉄
道
の
所
有
ま
た
は
賃
借
、
五

O
O斐
以
上
の
貯
と
約
一
二
五
隻
の
汽
舶
、
一
四

0
0台
以

上
の
機
関
車
と
五
五
、

0
0
0以
上
の
車
腕
ハ
こ
れ
ら
輪
選
手
段
の
支
配
は
同
一
献
の
鏑
石
コ
ス
ト
身
低
廉
な
ら
し
め
た
〉
、
そ
の
他
多
方
面

ぷ
聞

に
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
使
用
者
数
は
ニ

O
万
人
以
上
と
い
わ
れ
た
。

一一比一

ω巾一円札口口門
Y
3
5
・uH
U

・
2

一
流
二
取
締
役
の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
モ
ル
ガ
ン
も
合
ま
れ
、
初
代
。
以
締
役
九
校
長
は
モ
ル
ガ
ン
系
の

E
-
H
・
ゲ
リ
イ
(
前
ア
ヱ
ア
ラ
ル
・
ス
チ
1

ル
の
枇
長
)
で
あ
っ
た
。
取
締
役
は
一
九
一
一
八
年
に
は
一
一
一
一
人
に
減
少
し
て
い
た
。

諒
一
一
一
「
同
枇
が
最
初
に
組
織
さ
れ
た
と
缶
、
収
級
役
。
僅
か
約
廷
が
、
ス
チ
ー
ル
D
1
M
を
知
っ
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
。
」
(
∞
ミ
札
口
口
門
Y

志向仏
J

℃
・
ミ
)

「
U
・
s-
ス
チ
ー
ル
は
強
力
な
ん
ぶ
け
倒
的
結
び
つ
舎
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
υ

組
織
後
の
あ
る
時
期
に
、
八
五
の
川
山
べ
れ
る
銀
行
、
信
託
九
円
祉
と
二
五
。

保
険
合
一
駄
に
市
川
締
役
を
符
じ
て
い
た
o

」

(HWユ
丘
町
D
吋
同
町
冊
。
三
件
出
品

ω
S
S
F
M
M
R同一}袖
M
D
口m
M

印・

5
山P
H
Y
M
}
吋
)
「
ゆ
え
に
、

u
・

s-
スチ

ー
ル
は
今
一
皮
組
織
た
る
と
同
時
に
金
融
組
織
で
あ
っ
た
o

」
(
切
冊
円
札
口
同
三

wga-w
同}・

3
)

H
L

向日仏}待通。。口口町一口々
丘町
O
ロ山口

h
g
R
W間
口
宮
内
同
ロ
由
同
Q
U
3
凶
ご
同
)
・
品
。

訪
問

...L鳴
/、

総
済
自
殺
研
究
一
一
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鍛
錦
業
。
集
中

鎌
回

ヰ
Ju

u
・

s
-
ス
チ
ー
ル
は
.
鎖
制
業
に
お
け
る
主
導
的
地
位
に
ち
か
L
わ
ら
ず
、
関
内
儲
鋼
生
産
高
の
支
配
必
然
符
じ
な
か
っ
七
。
し
か

じ
、
関
内
取
引
に
市
め
る
割
合
は
、

濁
占
的
地
位
や
確
立
し
な
か
っ
に
と
は
い
え
、

市
場
続
行
に
影
押
し
う
る
地
紋
に
い
た
こ
と
は
事
費

で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
濁
点
的
地
位
に
濯
し
た
と
い
い
う
ゐ
ο

U
・
日
・
ス
チ
ー
ル
の
市
羽
僚
件
へ
の
長
i
b
頴
者
必
働
き
か
け
は
、
偵

格
の
引
上
げ
よ
り
は
む
し
ろ
安
定
化
に
あ
っ
亡
。
そ
の
目
的
は
‘
鈎
制
業
の
麗
到
々
減
ず
の
市
こ
と
で
あ
っ
仁
。
こ
れ
は
統
一
倍
格
の
設
定

に
よ
り
達
成
さ
れ
た
。
鍛
鋼
業
の
性
質
か
ら
い
っ
て
、
関
内
生
産
高
に
占
め
る
こ
の
税
皮
の
地
位
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
力
の
強
揮
は
可

能
で
あ
っ
た
。
こ
の
安
定
債
格
の
設
定
に
よ
り
‘
断
続
的
生
産
の
無
駄
そ
排
除
せ
ん
と
し
、
牛
小
七
慣
絡
総
武
の
場
合
に
業
界
に
入
る
で
あ

ろ
う
競
争
者
数
の
増
加
や
防
止
せ
ん
と
し
、
さ
ら
に
は
ま
に
不
況
期
に
お
け
る
競
争
や
防
止
す
る
作
用
必
も
果
し
た
。

-86ー

u-主

組
織
後
。
六
年
間
に
、
円
削
綴
石
と
銑
践
の
約
四
五
%
、
銅
塊
の
約
六
五
%
、
限
延
お
よ
び
完
成
口

m
l釘
と
斑
鈴
蛾
桜
を
除
く

1
0字
分
以
下
‘
釘
と

強
鉛
銭
放
の
六
五
|
七
五
%
を
生
産
し
て
い
た
。
(
切
叩
吋
開
}
戸
ロ
品
L
Z
P
L
Y
G
N
)

債
格
協
定
に
封
ず
る
輿
論
の
反
お
と
、
反
ト
ラ
ス
ト
誌
の
厳
格
な
賀
施
の
た
め
に
、
多
く
の
古
い
。
7
i
ル
は
形
式
的
に
巌
止
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
織
鋼
業
で
は
あ
ら
ゆ
る
プ

i
ル
形
態
に
共
通
な
基
本
的
形
態
が
依
然
と
し
て
存
点
じ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
は
共

積
的
協
定
で
は
な
く
、
執
約
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
っ
仁
。
か
t

ふ
る
何
ア
ー
ル
は
軌
燥
に
つ
い
て
形
吹
き
れ
、

て
い
に
こ
と
が
、
ニ
ュ

i
ジ
ャ

i
シ

1
州
の
地
方
裁
判
所
内
出
弘
氏
2
8
c立
で
明
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
の
四
年
末
ま
で
櫨
続
し

-
建
迭
ス
チ
ー
ル
・
軸

材
の
プ

l
ル
も
、
何
年
末
ま
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
に
。
し
か
ち
‘
一
九

O
何
年
の
プ

i
ル
の
形
式
的
な
解
散
後
も
、
同

様
に
協
力
し
て
い
に
こ
と
.
こ
れ
ら
の
合
合
は
一
九

O
四
年
以
前
の
も
の
と
同
様
に
偵
格
の
安
定
、
破
壊
的
競
争
身
阻
止
す
る
に
充
分
効



倒
木
的
で
あ
つ
に
こ
と
が
.
同
プ

i
ル
の
委
員
に
よ
っ
て
、
連
邦
議
合
の
ス
タ
ン
レ

l
委
員
合

ω
g己
品
。
。
g
g苦
g
の
器
開
命
日
で
諮
一
一
一
員

手同いが
Q

し
た
が
っ
て

.
u
・

s
-
ス
チ
ー
ル
の
数
個
の
従
属
命
日
祉
は
、
一
九
O
六
年
の
あ
る
時
期
ま
で
、
プ

i
ル
な
い
し
そ
れ
と
同
様

の
も
の
の
多
か
れ
少
な
か
れ
括
漉
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
と
き
か
ら
一
九

O
七
年
末
ま
で
は
、
軌
篠
慣
格
が
同
じ
水

準
で
維
持
さ
れ
た
以
外
に
は
、
僚
絡
に
つ
い
て
の
協
定
行
震
の
徴
候
は
な
か
っ
に
。
同
年
末
か
ら
一
九
O
八
年
に
か
け
て
恐
慌
が
起
り
‘

若
干
の
合
批
は
こ
の
不
況
期
間
中
、
か
れ
ら
の
工
場
の
運
梓
と
組
織
ぞ
維
持
せ
ん
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
い
か
な
る
債
格
で
も
注
文
や
と
る

政
策
身
採
用
し
に
。
鎖
倒
業
に
お
け
る
こ
の
紋
態
は
‘
有
名
な
ゲ
リ
イ
・
デ
ィ
ナ
ー
(
中
山

4
a
Z
2
5
に
よ
る
協
力
の
復
活
や
促
進
し

に
。
ゲ
リ
イ

(
U
・

s
-
ス
チ
ー
ル
の
命
け
長
)
は
、

一
九

O
七
年
一
一
月
の
い
以
初
の
デ
ィ
ナ
ー
と
そ
れ
に
続
く
一
九
O
八
年
の
デ
ィ
ナ
一

に
お
い
て
、
鍛
鋼
業
の
九
割
や
代
表
す
る
出
席
者
に
.
慌
持
維
持
に
協
力
す
る
こ
と
や
敵
告
し
に
。
つ
タ
リ
ィ
の
容
は
、
不
況
期
間
の
偵

絡
維
持
に
ん
M

ほ
と
ん
ど
一
人
残
ら
ず
つ
ね
に
こ
の
原
則
に
反
封
そ
唱
え
古
行
し
て
き
に
s
が
.
か
れ
ら
は
今
や
か
れ
の
勤
台
に
結
集
し
、

か
れ
ら
が
自
ら
の
前
に
比
七
阿
部
浴
時
期
に
、
か
れ
の
、
主
導
性
に
従
う
こ
と
や
同
意
し
た
。
こ
の
政
策
に
目
立
す
る
い
か
な
る
通
信
の
交

協
同
の
記
録
も
、

E0ア
ー
ル
一
に
お
け
る
が
ご
と
き
形
式
的
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
有
名
も
存
し
て
は
な
ら
な
い
に
こ
の
J

ア
ィ
ナ

i
は
一
九
一

一
年
の

U
・

s
-
ス
チ

i
ル
の
解
散
一
訴
訟
の
と
き
ま
で
絞
い
に
。
こ
の
こ
と
が
員
百
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
銃
鋼
業
に
競
争
が
存
在
し
に

の
に
、
債
格
は
か
つ
て
な
か
っ
た
ほ
ど
安
定
し
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
に
ο

「

U
-
n
F
・
ス
エ
ノ

i
ル
が

Mm格
に
安
定
的
影
山
間
け
れ
併
有
す
る
こ

主
間

と

は

時

慨

も

な

く

良

寛

で

あ

る

こ

じ

も

そ

の

解

段

訴

訟

提

起

の

理

山

の

一

つ

と

し

に

。

…
連
邦
政
府
は
こ
札

U
・

s-
ス
チ

i
ル
に
よ
っ
て

で
あ
っ
た
Q

こ
れ
は
各

さ
れ

は
、
ピ
ツ
ツ
パ

i
グ
・
プ
ラ
ス

0) 

h
且
}
}
、
ぬ

お
ν
F
l‘
一
み
V
4
1
t

ピ
ツ
吋
d

、ハ
1
i
β

に
お
け
る

い
、
基
準
と
な
る
べ
き
ピ
ツ
ツ
バ

i
ク

決
定
し
に
協
定
で
あ
る
。
こ
の
さ

し
に
の
は
む

-
s
'
ス
チ
ー
ル
で
あ
、
り
、
そ
の
信
裕
は
。
7
i
ル
な
い
し
、
ク
リ

一
フ
ス

ま
で
の

の

イ
-
デ
ィ
ナ
ー
の
褒
表
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
ο

後
者
が
中
止
さ
れ
る
や
、

u
・

s-
ス
テ
ー
ル
自
身
、
が
引
続
き
日
刊
新
聞
、
業
界
雑
誌
に

経
済
製
研
究
…
一

O
D
 



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銭
鋼
業
。
集
中

鎌
同

そ
の
償
格
。
ぞ
護
表
し
に
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
慣
絡
が
設
定
さ
れ
七
か
と
い
う
に
、
初
め
一
ピ
ッ
ツ
ペ

1
ク
は
織
鋼
製
品
や
長
も
安
く
生
産
し

て
い
七
。
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
製
品
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
の
鎖
鍋
慣
w
悼
の
基
礎
と
な
う
土
。
他
の
地
黙
の
生
産
誌
は
、
そ
の
慣
梼
T

J
」ツ

ツ
ペ

l
ク
か
ム
の
運
賃
で
偲
格
必
定
め
た
。
そ
れ
は
、
か
れ
ら
の
た
続
犠
者
に
到
す
る
防
御
抗
策
で
あ
う
七
。
と
こ
み
が
、
そ
の
後
新
し
い

鱗
舗
中
心
地
が
発
展
し
に
。
例
え
ば
、

一
九
一
八
年
ま
で
に
L

カ
ゴ
は
そ
の
附
近
の
会
需
要
密
漏
し
う
ゐ
よ
う
に
な
う
に
。
そ
こ
で

者
は
よ
り
多
く
そ
支
梯
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
ピ
ツ
ツ
パ

I
グ
・
プ
ラ
ス
計
主
に
不
満
岳
連
べ
る
に
い
に
り
、
そ
の
い
綾
止
必
要
求
し
た
。
そ
の
要

求
は
一
一
一
一
ニ
州
に
お
よ
び
、

U
・

s
-
ス
チ
ー
ル
は
猛
烈
に
反
封
し
に
が
、
つ
い
に
一
九
ニ
四
年
連
邦
取
引
会
民
合
司
包
号
丘
、
司
出
乱
。

。。
BH吋
岡
山
田
担
目
。
ロ
に
よ
り
中
止
や
命
ぜ
ら
れ
亡
の
で
、
基
鞘
と
な
ろ
べ
き
掛
川
刑
都
市
冶
増
加
し
た
。

刊
は
一
営
時

muu
・
s-
ス
ナ

1
ル
心
此

rk
は
、
軌
修
生
成
者
向
に
生
法
協
定
。
作

L
た
こ
と
、

れ
て
い
た
こ
と
を
尚
一
目
し
た
。

(ω
向
田
畑
町

21
即
ロ
仏
の
丘
一
円
r
w
F広
・
唱
℃
-
M品
叫
)

兆
一
一
∞
出
血
ぬ
町
一
門
田
口
品
の
丘
町
門
戸
内

w
g広
・
ゆ
℃
-
M
ネ

法
一
一
一
志
向

p
w
u・
M
品
明

中
日
間
〈
白
ロ
回
目
的

P
5
5・w
H

)

・
3
品

し
た
が
っ
て
そ
れ
に
よ
り
軌
線
的
仲
間
は
一
般
に
統
一
さ

-88 

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
共
和
山
川
県
大
統
領
の
任
期
の
後
半
に
、
民
主
窯
は
大
統
領
と
ゲ
ワ
イ
と
の
個
人
的
友
好
関
係
が
、

「
最
大
の
ト
4

アス

ト
」
に
劃
す
る
シ
ヤ

i
?
ン
訟
の
訴
訟
手
続
々
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
攻
撃
し
士
。
議
合
の
調
官
賞
は
共
和
窯
の
多
数
に
よ
り
反
潤
さ
れ

t
J

そ
れ
に
綾
く
タ
フ
ト
共
和
窯
大
統
領
の
中
期
に
、
下
院
か
ら
共
和
認
が
多
数
々
失
っ
た
と
き
、
調
査
は
間
も
な
く
開
始
さ
れ
る
五
み
う
と

一
般
に
信
ぜ
ら
れ
七
。
最
高
裁
判
所
は
、
石
油
と
煙
草
の
事
件
の
判
決
の
護
表
後
ま
で
、
新
訴
訟
身
延
期
す
る
こ
と
そ
口
授
に
し
た
。
し

か
し
、
政
府
が
こ
れ
を
完
了
し
に
の
ち
に
お
い
て
も
、
法
務
省
ロ
0
3
向付
HHHOE
え
す
申
立
の
ぬ
か
ら
、

U
・

s
-
ス
チ
ー
ル
に
劃
す
る
提
訴

が
な
さ
れ
な
か
っ
大
と
示
、
民
、
?
?
一
葉
の
領
袖
と
相
営
数
の
新
聞
か
ら
の
批
判
は
よ
り
強
ま
っ
た
。
政
府
が
ス
チ
ー
ル
・
コ
ン
パ
イ
・
ン
そ
擁



し
つ

L

あ
る
と
の
段
惑
が
放
送
さ
れ
、
検
事
総
長
身
刑
判
効
す
ゐ
要
求
が
な
さ
れ
に
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
な
に
ご
と
も
な
さ
れ
な

か
っ
に
。
そ
こ
で
一
九
一
一
年
の
互
に
、
ス
タ
ン
レ

l
委
員
命
け
は
聴
問
A
W
H

そ
開
始
し
た
。
間
も
な
く
一
九
一
一
年
一

O
月
政
府
は
違
法
の

満
点
と
し
て

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
と
そ
の
従
風
向
枇
に
お
し
提
訴
し
仁
。
政
府
は
つ
ぎ
の
鮪
身
指
摘
し

ハ
mmv旬。吋件。内
g
o

(
U
O
B
S富山
0
5可
。
内
。
。
弓

0
5片山
C
口
開
。
口
径
o
m
z
o日
目
ロ
仏
口
出
片
品
w

円以
w

吋件同〉

の
ち
に
、

u
・
s-
ス
チ
ー
ル
の
組
織
の
一
け
は
と
な
っ
に
初
期
の
企
業
結
合
は
、
自
然
的
琵
展
の
結
果
で
は
な
く
、
人
話
的
企
業
結
合

の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
宅
要
な
目
的
は
鋭
争
の
制
限
で
あ
り
、

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
の
組
織
は
さ
ら
に
競
争
そ
制
限
せ
ん
と
す
る
も
の
で

あ
つ
に
。
さ
ら
に
、
じ
。
u
b
e

ス
チ
ー
ル
は
取
引
に
お
い
て
賢
際
に
優
勢
な
地
位
に
達
し
、
不
常
に
競
争
身
制
限
し
‘
特
に
債
格
競
争
宕

制
開
削
す
る
こ
と
必
要
求
し
た
。

U

・s
-
ス
チ

i
ル
の
小
数
の
構
成
人
W
枇
は
、
そ
の
組
織
以
前
に
は
前
慌
た
紘
一
学
者
で
あ
っ
た
の
で
、
か

れ
ら
の
企
業
結
合
に
政
府
は
違
法
の
絞
搬
を
お
い
七
。

-川ニ

ま
に
、
誠
鏑
石
地
併
の
総
入
や
賃
借
、
寸

0
8
2
5ぬ
の
。
ω

Y

H
同

g
m凶
急
対
向
日
目
円
。
包
の
oe

の
統
一
件
(
一
九

O
七
年
〉
に
お
け
る

U

・

s
-
ス
チ
ー
ル
の
活
動
は
、
法
務
省
に
よ
り
満
点
化
の
意
附
冶
有
す
ゐ
ち
の
と
解
側
押
さ
れ
に
。
さ
ら
に
、
情
格
問
題
で
は
、
多
く
り
初
期

の
企
業
結
合
の
組
織
後
、
ま
た

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
の
形
成
後
、
惜
格
は
騰
貴
し
に
の
ち
、
競
争
市
場
の
存
殺
し
た
に
も
か
L
わ
ら
ず
不

89 

的
世
度
身
一
不
し
に
。
こ
と
に
ペ
ツ
セ

?
i
軌
篠
は
一
九

O
一
年
五
月
か
ら
一
九
一

O
年
ま
で
噸
常
り
二
八
弗
で
同
定
し
て
い
た
。

年
!
一
九

0
0年
間
に
は
、
軌
保
伯
仲
怜
が
同
一
で
あ
っ
た
年
度
は
二
年
と
続
か
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
競
争
恭
一
と
比
較
し
て
、

U

・
s-

ス
チ
ー
ル
の
資
本
の
規
模
、
倣
銅
線
生
産
高
に
占
め
る
割
合
、
倣
鍛
規
一
誠
去
の
割
合
、

u
・
s
-
ス
チ
ー
ル
の
力
に
釣
す
ゐ
輿
論
の
読

一
八
六
七

明
、
取
引
の
不
営
な
制
限
冶
も
に
ら
し
に
卓
越
せ
る
地
位
と
支
配
の
説
明
会
役
提
出
し
に
。

そ
の
京
大
さ
と
兎
嬰
さ
か
ら
事
件
は
永
引
き
、

一
九
一
五
年
七
月
ニ
ェ

i
ジ
ャ

i
シ

l
州
地
方
裁
判
所
は
訴
欣
冷
却
下
し
、

U

・
s
-

ス
チ
ー
ル
の
解
散
命
令
冶
拒
否
し
た
。

事
件
は
故
高
裁
判
所
に
持
込
ま
れ
に
が
、

一
九
二

O
年
三
月
ド
扱
裁
判
所
の
判
決
が
支
持
さ
れ

川
悦
内
外
部

bι

i
、}
J
1
1



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
級
制
業
。
集
中

j;ift 
i斗

f二時!
兆
一
宮
品
開
吋
同
区
の
丘
町

n
F
L
Z
P
L℃・
N
U
4
1
M
U明

↓
比
二

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
結
成
後
に
お
け
る
故
大

ω
弘
中
は
、
一
九

O
七
年
一
一
日
の
、
叶
日
ロ
一
口
町
田
田
町
問
。
。
白
y
r
cロ
自
民
同
出
血
即
日
吋
C
C
与
の
0
・
の
冗
牧
で
あ

っ
た
o

M

川
利
は
市
叩
ゅ
の
H

以
前
裂
な
ス
チ
ー
ル
合
枇
で
あ
り
、
常
時
ア
メ
リ
カ
の
飢
餓
訂
生
成
九
州
心
ゴ
一
%
、
コ
ー
ク
ス
生
成
九
日
川

ω
ニ
・
九
%
、
銑
印
刷

ω

二

-
m
門
%
、
剣
城
お
よ
び
抗
一
剣
の
一
・
一
一
%
、
机
僚
の
凶
・
一
一
一
%
、
を
生
成
し
て
い
た
。
そ
の
良
好
な
立
地
依
件
の
た
め
、
会
同
一
の
俊
市
服
な
銑
川
似

を
生
成
じ
て
い
た
。

u
・

s-
ス
チ
ー
ル
を
除
け
げ
、
最
も
山
政
府
H
な
峨
鍛
石
と
石
山
択
の
膨
大
な
鍬
床
を
保
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
餓
床
心
桃
山
ね
が

同
枇
災
牧
D
関
川
円
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
り
只
牧
に
よ
り
何
日
間
)
戸
宮
山
口
可
。
ロ
山
口
仏
∞
件
目
白
日
わ
。
.
ゆ
集
中
川
オ
川
氏

ω
山
添
付
と
、
同
枇
が
漁

る
べ
今
路
市
V
者
と
な
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
た
。
(
』
C
ロ巾白

L
Z
F
3・
N
S
I
N
H
C
)

トはゴ一

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
を
解
散
か
ら
救
っ
た
H
K
も
長
唆
々
泌
総
と
な
っ
た
も
の
は
、
つ
ぎ

ω
判
決
心
円
以
後
の
郊
分
で
必
っ
た
。
「
結
論
に
お
い
て
、

わ
れ
わ
れ
は
公
共
の
利
谷
が
‘
同
枇
m
u
m
散
な
い

L
そ
の
公
子

ω
従
泌
合
引
の
町
内
枇
か
ら
山
分
艇
に
山
附
す
る
政
府

ω
必
議
よ
り
生
仁
、
か
っ
役
立
つ

と
日
比
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
れ
わ
わ
れ
は
、
前
大
な
悦
欠
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
外
附
貿
易
心
穴
貨
に
の
川
町
乱
を
ふ
く
む
公
共
の
利
縫
の
危
険
と

い

う

反

対

ω
結
必
を
こ
そ
凡
る

ω
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
法
律
の
政
策
と
必
化
さ
れ
た
件
以
止
政
策
に
従
』
勺
さ
い
は
、
公
共
mu

利
付
献
は
円
以
上
伏
に
か

イ
則
さ
れ
る
よ

(ω
白
山
間
叩
門
出
口
仏
の
民
日
目
n
F
5広
J
U
-
N
m
凶
}
)
判
決
に
反
刑
判
し
た
一
裁
判
行
は
、
こ
の
併
殺
を
攻
撃
し
て
つ
E
C
の
ご
と
く
ゆ
地
べ
た
。
「
判
柏

は
法
作

ω
泌
一
以
を
認
め
る
公
共
の
政
策
な
る
も
の
を
知
ら
な
い
。
ま
た
、
企
業
給
ん
け
を
禁
止
す
る
訟
作
mv

支
配
以
上
に
版
悩
な
地
佼
に
お
い
て
、
ホ
北

米
利
A
H
h
u
効
山
本
を
有
し
、
九
荒
川
門
放
火
の
工
業
の
一
つ
を
組
織
し
え
た
川
内
以
引
あ
る
い
は
外
側
貿
易
に
と
ワ
て
心
、
い
か
な
る
不
自
山
な
る
も
の
を

も
知
ら
な
い
。
か
、
A

る
円
相
請
は
法
律
が
沢
施
せ
ん
と
十
る
政
策
に
泌
反
し
、
裁
判
所
mu

判
決
に
反
し
、
必
然
的
に
訟
作
自
般
の
い
本
史
上
の
然
効
に
導

く
も
の
で
あ
る
よ
(
目
立
p
w
M
Y
N
a
H
)

一
一
つ
の
法
犯
を
と
お
し
て
、
一
一
人
の
裁
判
官
(
地
方
裁
判
所
間
人
、
故
山
川
裁
判
所
七
人
)
の
ぷ
凡
は
、
七
人
が
ゲ
リ
イ
・
デ
ィ
ナ
ー
を
逃
訟
と
す

る
こ
と
に
同
な
し
、
五
人
が

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
の
組
織
品
引
が
そ
の
形
成
に
お
い
て
川
止
法
に
行
お
し
た
ζ

と
を
認
め
た
。
し
か
る
に
解
散
に
賛
成
し

た
も
の
は
僅
か
一
一
一
人
で
あ
っ
た
。
(
目
立
p
w
]
V
・
M
m
松山)

nu 
【



七

新
工
場
の
建
設
と
競
争
ヱ
場
の
獲
得
は
、

u
・
s
-
ス
チ

i
ル
の
投
費
額
在
者
し
く
地
加
し
た
。
一
九

O
一
年
の
投
費
額
は
約
七
億
弗

で
あ
っ
た
。
最
初
の
一
九
O
一'ee--
一
九
一

O
年
末
開
の
投
資
額
は
、
約
五
億
弗
々
増
加
し
た
。
そ
の
う
ち
、
約
問
憶
弗
は
制
飴
牧
盆
か
ら

供
給
さ
れ
た
「
か
く
て
、

一
九
O
一
年
以
後
、

u
・
s
-
ス
チ
ー
ル
は
、
株
式
中
の
水
割
の
大
部
分
身
樫
縮
し
に
こ
と
は
明
か
だ
あ
ゐ
。

「
水
割
の
全
部
は
優
先
株
か
ら
除
か
れ
、
約
ル
ア
分
が
池
日
泊
株
か
ら
除
か
れ
に
よ

投資事長とその純牧従に測する'，I;lJ{¥-

(1901-1910) 

いど 反1副主主盃寸事f -~-if--; 
J 阻 J一一型政笠戸:しこ全二二L_%二
1901 I 698J二リ13l 千円1901 1 698，869; 77，7411 14.8 

1902 [ l63，5l4[ 121，ラ02
1
ヲ.91

1903 1 806，615! 94.1561 11.71 

1904 I 山科 ω~I 
.; 
:61 

19Q5 1 874，8401 112，8301 12.91 

1906 
I 
947，397
1 
143，393; 15・11

1907 [ 1，078， l63; 15ラ，416; 14.4[ 

l 
1 5 0 8 

l 
i Oω9均川M

…
0，4山4位2

1909 1 1，146，8l日 120，807， 10.51 

1_ 
1910 1，1即位 im161 10・71

I~コー「三唖五F 到
Jones， ibid.， p. 211 

i:i:; 6 '1ミ

肘
吉
年
寸
け
内
正
月
ピ

ψ

加、
w
u
J
↑γ
れ
れ
允
フ

こ
の
よ
う
に
蓄
積
額
が
著
し
く
増
加
し
た
甲
」
と
は
、

U
-
Q
M
駒
ス
チ

l

ル
の
利
潤
が
い
か
に
英
大
で
あ
っ
た
か
必
示
す
。
第
六
去
は
一
九

O
一

ー
一
九
一

O
年
(
解
散
訴
訟
の
前
年
)
の
投
下
資
本
と
利
純
の
割
合
冶

一不す。
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同
枇
の
一
九

O
一
l
i

一
九
一

0
年
間
の
利
潤
は
、

一
九
O
四
年
ハ
絞

思
年
度
)
の
六
千
ニ
百
万
弗
か
ら
、

一
九
O
七
年
(
最
良
年
度
〉
の

信
五
千
五
百
万
弗
に
わ
た
り
、

一
0
年
間
の
平
均
額
は
一
億
一
千
二
百

万
泊
叩
在
示
し
に
。
こ
れ
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
に
比
す
れ
ば
、
織
創
業

の
ご
と
く
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
い
企
業
に
あ
っ
て
は
、

は
劣
ゐ
が
そ
の
額
で
は
透
か
に
大
で
あ
っ
叫
。

リ
u
J
R百
円
、
，
ノ
メ
柏
、

手
小
調
作

C
J
4
q

;
 

feh 
i
 

?
t
 

い「

0
ロ
由
回
w

日
ぴ
目
白
-
w

℃
-

M

H

(

)

持
品
門

yw
日

)
-
N
H
O



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鍛
似
業
の
集
中

JJfi 
l1i 

λ
一一一

u
・

s
・
ス
チ
ー
ル
ゆ
一
九

O
一lil-
一
九

O
六
年
間
白
川
刊
判
例
制
間
千
均
は
一

O
一
一
、
0
4
六
千
作
、
利
判
中
小
1

ん
は
一
一
一
一
・
0
%
で
あ
り
、
こ
れ

に
却
し
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
の
同
期
間
む
利
潤
一
純
平
均
は
六
六
、
六
九
八
千
加
州
、
訓
刊
料
不
平
均
は
一
一
五
・
二
%
で
あ
っ
た
。
ハ

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
は

第
六
表
よ
り
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
は
、

H
Cロ
自
由

L
Z
P
L
)・
詔
よ
り
算
出
〉
。
な
お
利
測
や
は
胤
者
と
も
に
林
式
交
本
に
均
す
る
も
む
J

し
は
な
い
。

U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
の
組
織
以
来
の
二

0
年
間
に
、
利
潤
は
つ
ぎ
の
こ
と
や
な
す
に
足
ゐ
ほ
ど
大
で
あ
っ
た
。

(2) (1) 

優
先
株
の
全
額
雨
情
怯
と
さ
ら
に
そ
の
字
額
の
配
古
挑
民

:sl 

位
同
組
枠
|
そ
れ
に
混
じ
最
初
の
株
主
は
額
一
期
的
組
の
一
部
分
し
か
投
じ
な
い
ー
の
金
額
断
的
位
の
間
宮
桃
民

同
社
の
故
初
の
総
資
本
の
む
に
営
ゐ
剰
除
の
首
脳
、
そ
の
う
ち
一
一
一
億
弗
以
ト
い
が
新
工
場
と
設
備
に
投
ぜ
ら
れ
仁
。

約
五
億
弗
の
残
飴
と
米
町
宮
創
刊
蝕
(
現
金
な
い
し
外
部
の
誠
心
亦
〉
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
利
子
と
町
古
ゆ
ど
も
た
ら
す
。

か
く
し
て
、
ス
チ
ー
ル
株
は
ア
メ
リ
カ
第
一
の
工
業
政
府
知
と
な
っ
七
。
一
九
二
三
l
l
一一一

O
年
に
は
、
同
枇
の
純
所
得
は
九
億
や
超
え
、

一
九
一
ニ

O
年
末
に
終
る
三
年
間
に
は
、
叫
慌
一
千
六
百
万
弗
左
記
鈍
さ
れ
た
。
一
九
二
九
年
に
、

u
・8
@
ス
チ
ー
ル
と
そ
の
従
出
合
一
杭

Aτ 
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の
枇
債
三
億
四
千
四
円
グ
弗
が
凶
牧
さ
れ
、
か
つ
て
七
億
八
千
八
町
ぷ
弗
た
り
し
枇
債
は
僅
か
一
億
ル
に
減
少
し
仁
。
ま
た
恐
慌
の
年
た

る
一
九
三

O
年
に
わ
川
引
い
て
す
ら
、

自一

n・
町
内
口
氏
二
支

r
〉

L
、

ご

3
市
川
有
官
コ
ヨ

l
、
ふ
才
、
吋
に

p
b

ルベ

訂
正

の
ら
、
九
千
五

O
万
弗
が
前
年
同
様
に
代
わ
れ
ず
に
残
っ
た
ほ
ど
で
あ
つ
に
。

一
徳
山
千
四
汀
万
泊
仰
が
新
設
備
、

工
場
近
代
化
の
年
度
説
話
な
完
了
し
に

;ii‘ ，il‘ 戸主

円
、
白
山
門
同
}
叩
ア
日

σ山門凶・
u

M

U
・

明

。

町
四
】
日
仏

J

同

)
-
U
}

日
間
)
山
門
同

-
w
H
Y
明
日

し
か
し
、
新
工
場
の
建
設
に
多
額
を
投
じ
、
主
要
な
競
争
者
必
獲
得
し
、
芸
大
な
利
潤
冶
あ
け
仁
に
も
か
L
わ
ら
ず
、

l
ル
は
一
九

O
一
年
の
組
織
常
時
に
お
い
て
保
持
せ
ゐ
卓
位
せ
ろ
地
位
や
維
持
し
え
な
か
っ
た
。
(
第
七
炎
参
照
〉

U
・

s
・
ス
チ



主要鍛鋼生成物のむ・ S• 
スチーんの生波書Ij合

(1901-1927) 

年度|銭鋼管官品(註蹴|
%1 % I % 
43.2 1 65.7 1 50.1 

44.8 I 65.2 I 51.3 

伺 4I 63.1 I 51.2 

44.7 I 60.7 I 47.8 

44.6 

41.6 

ラ0.5

42.9 

42.9 

40.2 

44.4 

42.0 

41.7 

47.4 

48.2 

48.ラ

47.1 

48.9 

48.5 

47.8 

44.1 

44.6 

48.1 

45.7 

Seager and Gulick， ibid.， p. 258 

5ラ.4

45.2 

4ラ2 I 

43.4 

41.6 

42.0 

55.9 

ラ5.8

54.3 

53.9 

50.9 

48.9 

45.0 

44.0 

49.6 

4ラ.8

60.0 

日7.8

50.3 

53.2 

41.1 

57.1 

54.1 

39.4 

41.4 

40.4 

40.3 

39.9 

37.7 

44.2 

44.5 

43.5 

45.6 

44.7 

40.日

40.8 

52.0 

44.2 

44.3 

45.0 

4ラ.4

47.7 

45.日

44.0 

43.3 

43.1 

T，j"5; 7姿

1919 

1925 

1904 

1905 

1906 

1907 

1908 

1916 

1917 

1918 

1920 

1923 

1924 

1926 

1927 

1902 

1903 

1909 

1910 

1912 

1913 

1914 

1915 

1921 

1922 

19J1 

1911 

注一

こ
の
原
悶
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
心
が
、
つ
ぎ
の
諸
原
因
が
一
臨
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

解
散
措
置
そ
恐
れ
七
U

・
s
-
ス
チ
ー
ル
の
指
導
者
は
、
全
閣
の
ス
チ
ー
ル
取
引
の
最
初
の
支
配
的
地
位
必
維
持
し
よ
う
と
し
な

-93-

(2) (1) 
か
つ
fこ
U

・
s-
ス
チ

i
ル
の
指
導
原
混
は
、
会
闘
の
殻
展
し
つ
L

あ
る
取
引
に
お
け
る
生
産
高
の
割
合
や
損
失
し
て
も
、
同
杭
の
株
式

か
ら
水
割
生
協
縮
し
、
株
式
ぞ
よ
り
確
買
な
基
礎
に
お
く
手
段
と
し
て
、
俄
鋼
生
産
物
の
慣
格
維
持
政
来
や
環
ん
だ
o

qa 

ト
ラ
ス
ト
の
組
織
形
態
に
は
全
く
重
要
な
経
済
が
欠
け
て
い
た
。

も
し
、
原
同
九
ぜ
以
ヒ
の
一
一
一
つ
に
限
定
す
る
と
す
れ
ば
、
閣
は
そ
の
ま
L
で
は
該
仲
間
し
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
意
味
に
解
す
れ
ば
理
解
し
え
な
い
こ
と
ち
な
い
。
す
な
わ
ち
、
集
中
皮
の
高
い
産
業
部
門
に
お
い
て
主
導
的
地
牧
や
維
持
す
る
に
は

そ
れ
ほ
ど
高
い
生
産
割
合
そ
占
め
る
に
は
お
よ
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
鍋
鋼
業
の
ご
と
き
に
お
い
て
は
な
お
さ
ら
で
あ

終
決
明
研
究



ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
餓
創
業
の
集
中

ゐ
O 

1930勾ミ

時
時
間

81.8 

1.6 

53.4 

し
か
ら
ば
、
俄
鋼
業
に
お
け
り
の

U
・
S
-
ス
チ
ー
ル
以
外
の
集
中
&
日
比
ょ

う。

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
に
比
し
て
は
議
か
に
小
さ
い
が
、
京
嬰
な
ム
W
H

一
献
と

し
て
阿
佐
在
日

$
0
5
2
2目
。
。
弓
λ

一
九

O
一
二
年
改
組
V
L
t
一河内

ペ
ス
レ
へ
ム
・
ス
チ
ー
ル
は
、
}Umw
ロ
ロ
品
目
4
m
吉
区
間
待
。
命
日
(
リ
。
・

9
出
。
杖

γ
F
R
E
t
sロ
ロ
山
詩
0
0
日(リ
0
・
c
m
p同
町
内
山
吉
(
出
詑
杖

γ
冒
5
4
p
m
目。

。。
H
A
U
・
が
あ
る
。

Laidler， ibid.， p. 45 

浮

2
7
r
c広
告
の
め
(
U
0
・
と
そ
の
従
同
合
枇
(Um
凶
日
耳
目
印
閉
山
芯
命
日
(
U
0
・(
H
C
M
ω

杖)ゆ

司

m
o
m
n
(リC
白
血
同
部
件
。
σ日
め
0
・
c
m
m
m凶
ロ
河
町
山
口
円
以
担
の
O
U

町出。戸沖
F
2
6
(リ山口問。ロ
μ
山内凶

13.6 

3.0 

2.9 

2.5 

日i

レ
パ
プ
リ
ツ

94 

5.4 

3.0 

同
窓
口
弘
p
m
g
o日
(
U
0
・
(
H
C
出
年
〉
十
従
順
次
開
得
し
吸
牧
じ
た
。

一
九
二
一

0
年
同
月
知
名
一
戸
げ
}
日
付
円
円
。
ロ

m
w
H
O
O
刊
行
。
ょ

7.ラ

ラ.ヲ

ク
・
ス
チ
ー
ル
は
、

公ち

4.9 

3.2 

2.0 

2.0 

1.9 

門

U
m
w
D
件
門
戸
円
〉
日
目
。
可
拝
。
m
L

のO
H

叫
)
よ
り
。
ロ
ロ
ぬ
同
加
す
伶
円
わ
0
・w

同凶
C
出
吋
H
H
O
B

吋
同
岡
山
戸
伶
円
内
。
.

み
ぞ
一
就
に
結
合
し
て
設
立
さ
れ
仁
。
こ
の
二
品
川
一
杭
は
じ

-
m
・
ス
チ
ー
ル
と

と
も
に
、
そ
の
後
も
引
続
き
ア
メ
リ
カ
三
大
俄
川
則
合
一
杭
?
と
な
っ
て
い
る
。

九一ニ

O
年
の
主
要
人
刊
一
杭
の
制
塊
生
成
能
力
は
第
八
表
の
ご
と
し
。
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United States Steel Corp. 

Bethlehem St巴日1Corp. 

Repub1ic Steel Corp. 

Jones & Laugh1in Steel Corp. 

Youngstown Sheet & Tube Co. : 

National Steel Corp. 

lnland Steel Co. 

American Rolling Mills Co. 

Wh日elingSteel Corp. 

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
と
ベ
ス
レ
ヘ
ム
・
ス
チ
ー
ル
が
、
総
生
産
力
の
か
γ
ば
や
若
干
超
え
た
ち
の
(
五
二
万
)
金
支
配
し
、
一
二
大
合
社
で

九人， 81{約
六

O
%、
五
大
合
一
杭
で
約
七

O
%、
九
大
A
W
H

枇
で
八

O
%以
k
や
支
配
し
に
。
輸
出
貿
易
で
は
、
打
U

・

s-
ス
チ

i
ル
と
ベ
ス
レ
ヘ
ム

.
ス
チ
ー
ル
は
一
九
二
八
年
六
月
2
0
0
M
M
W
4
0
え

k
r
g
o己
防
片
山
。
ロ
え
〉

5
日
付
仰
や
設
な
し
、
東
鉛
俄
板
と
鋼
管
の
輸
川
七
五

l
八

O
%

設
ニ

ι
ぞ
猫
占
し
た
@
他
の
豆
大
企
業
結
合
の
進
出
に
よ
り
試
食
さ
れ
に
と
は
い
え
、
む
-

H

円
・
ス
チ
ー
ル
は
そ
の
糊
地
と
影
特
力
に
お
い
て
、



「
こ
れ
で
儲
鋼
業
の
集
中
物
語
は
完

五
大
な
い
し
一

O
大
生
産
者
が
一
つ
の
豆
大
な
鶴
占
に
吸
牧
さ
れ
に
な
ら
、
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
集
中
や

ス
チ
ー
ル
生
産
者
間
に
は
、
協
定
行
録
、
統
一
政
策
、
共
同
謀
議
の
充
分
な
形
跡
が
あ
る
の
で
、
計
際
に
は
集
中

+
K
A
ハ

は
公
に
な
っ
て
い
る
よ
り
も
温
か
以
上
の
も
の
に
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
」
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主
導
的
地
位
沿
維
持
す
ゐ
こ
と
の
存
易
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

了
し
に
と
は
い
い
え
な
か
っ
に
。

説
明
す
る
で
あ
ら
う
。

総
務
皐
研
究
ニ

f，11 

額

語感

車窓

{}:;> 面上

他

-Qr 10 

疋ゑ。そ
Lynch. The Concentration of Economic Power， p. 126 

そ
の
後
も
引
続
き
あ
ら
ゆ
る
も
の
房
路
じ
て
お
り
、
慣
格
安
定

化
に
強
大
な
影
響
力
烏
有
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
お
。
一
九
一
一
一

O

年
に
お
け
る
鋼
塊
の
生
産
割
令
が
、
お
お
よ
そ
各
京
嬰
合
一
粧
の

比
較
に
お
い
て
島
民
営
じ
て
い
る
こ
主
は
、
第
九
表
に
よ
っ
て
も

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

健
か
一

O
大
A
W
H

枇
が
投
下
費
本
線
捕
の
八
八
%
ぞ
占
め
、
他

の
一
四
八
合
杭
は
僅
か
一
二
%
身
内
め
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
一
九

一
一
一
七
年
の
生
産
能
力
で
は
む
・

s
・
ス
チ
ー
ル
は
銑
俄
問
O
V
N

鋼
塊
一
一
一
五
%
、
岡
山
延
鋼
一
一
二
%
、
鋼
材
一
一
一
六
%
、
ワ
f
ヤ

1
・

ro 
n同
d

ロ
ツ
ド
一
一
一
七
児
、
意
地
制
五
一
一
一
%
、
一
郎
…
軌
係
百
一
八
%
冶
占
め
て

コ円
い
た
。
五
大
合
一
杭
は
投
下
費
本
初
で
は
じ
一
一
一
月
、
多
く
の
生
産

物
の
生
産
能
力
で
は
問
一
一
一
el--

九
四
%
に
わ
に
っ
て
支
配
し
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
集
中
皮
の
高
い
産
業
で
は
、
比
較
的
低
い

生
産
割
合
で
ち
、
少
数
の
生
走
者
間
の
暗
黙
の
協
定
に
よ
り
、

リ
ン
チ
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
い
う
。
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